中田佳代子　フラメンコ舞踊公演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（添付資料）
Reminiscencia de Cai　追憶　～カディスへの追憶　故郷への追憶～

■公演への想い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2007年、フラメンコの本場スペインでバイラオーラとして生きていくことを決めた。

日本には大切な家族も仲間も生徒もいる。

悩み抜いた末、写真家のスペイン人の夫の後押しもあり、スペインに生活を移すことに決めた。

フラメンコの本場スペインで、大好きなフラメンコを躍れるのだ！という期待に胸が躍った。

しかし、そう簡単なことではなかった。

スペインに渡っても、仕事が無い日が続いた。

そりゃそうだ、フラメンコの本場、フラメンコの踊り手はたくさんいるのだ。

悔しくて眠れないこともあった、孤独な思いもたくさんした。

しかし、踊りたい！踊らずにいられない！みんなに私のフラメンコを観て欲しい！という気持ちで、

スペイン最南端の港町カディスで開催される「アレグリアス舞踊コンクール」への挑戦を決める。

アレグリアスとは、フラメンコの曲種のひとつで、カディスで生まれた曲だ。スペイン語で「歓び」を表す言葉で、カディスの眩しすぎる太陽と陽気な街の雰囲気がよく表れている。

カディスの陽気さ、粋な雰囲気、哀愁を愛し、明るく前向きに進むことを信条に生きる私とはとても相性が良い！

そして、コンクールの伴奏者（ギター奏者と歌い手）を探しているときに出会ったのが、今回招聘する彼ら4人だった。

彼らは、私が日本人かスペイン人かではなく、私のフラメンコとそれにかける思いを受け止めてくれた。

そこから彼らと仕事仲間以上の友情で触れ合い、大声で笑いあい、いい舞台を作ろうと切磋琢磨した結果、

なんとスペイン人以外で初の2位受賞の栄誉を手に入れることができた。

それは本当に嬉しいことだが、それ以上に、地元カディスから集まったたくさんの観客が、

大きな声でハレオ（掛け声）をかけてくれたことは一生忘れられない。

「カヨコいいぞ！！」「Ole（オレ）！！」・・・そのハレオひとつひとつに「国境なき人間愛」が詰まっていると感じた、

本当にカディスで踊れて良かった、と心の底から思った。

そして、その舞台を踊り終わったまさにそのとき、

「このカディスの空気を日本のみんなに見て欲しい！！！！」と強く思った。

その瞬間、この公演への道程が始まったのだ。

その道程の途中、故郷で東日本大震災を体験し、故郷岩手への思いがますます強くなった。

私の原点・岩手への想い、そして第2のフラメンコ人生を開花させてくれたカディスへの想い、

その二つを込めたのが

本公演「追憶～Reminiscensia　de Cai」なのである。

■公演プログラム（一部抜粋）

・Alegías（アレグリアス）：カディスに降り立った歓びと期待

　
踊り） 中田佳代子　歌）ラウル･ガルベス、パコ・レジェス

･Milonga（ミロンガ）：カディスの哀愁（歌のみ）

　
歌）　マイ・フェルナンデス

・Soleá（ソレア）：私の孤独　　

　
踊り） 中田佳代子　歌）ラウル･ガルベス、パコ・レジェス

※ソレアとはスペイン語で「孤独」の意味。

．Proudo　：誇り（岩手民謡との共演）

　
踊り）　Kayoko Nakata　唄）　福田こうへい

・CARNAVAL DE CADIZ ! ：カディスのカーニバル！

　
踊り・歌）　全員

